
平成19年度 事務事業評価表 担当 内線等

事業
コード

Ａ法令 　 　 　 　

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

件数 延人数 件数 延人数 件数 延人数

122件 386人 119件 404人

22件 108人 16件 72人

20件 77人 30件 111人

24件 84人 20件 69人

35件 183人 58件 241人

223件 838人 243件 897人

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （　　 会計 ) (単位：千円）

事業費

人件費

(人数)正規 2.1 非常勤 正規 2.2 非常勤 正規 2.1 非常勤

合計

国

県

市債

その他

一般財源

751分

686分

1,559分

6,796分

完了時間 完了時間

3,472分

328分

2,398分

完了時間

821分

374分

消防本部　消防署 99-1003

成果指標①

成果指標②

漏油処理 ―

５．義務的事業

災害防除活動完了までの平均時間

災害防除活動事業

平成18年度実績

３．健康で安心して暮らせるまちづくり 消防・救急

消防法

―

16,60817,314

―

災害現場活動完了時間／出動件数

災害防除活動に従事した平均隊員

災害防除活動に従事した隊員／出動件数

917分

5,365分

項　　目

対象（受益者）

想定する成果

蒲郡市民に対して

災害防除活動を行うことによって手　　段

平成19年度実績 平成20年度計画

救急支援

事務事業名

① ②

施策名

根拠法令等

市民の生命財産を災害から守る

―

基本目標

合計

110

16,475

16,608

16,346

財源内訳

16,456

3.69人

17,182

28.0分

3.76人

24.1分

133

平成20年度予算（計画）

―

132

―

一般

平成19年度決算（実績）平成18年度決算（実績）

17,31416,456

成果指標の説明

焚火調査

その他

事業費

自火報の調査 ―855分

成果指標名

―

410



⑥事務事業内容の評価

19評価 16評価 19評価 16評価

3 3 2 3

2 1 2 2

2 2 2 2

- 3 - 3

7 9 6 10

2 - 3 -

9 9 9 10

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦前回（H16評価時）「今後改善すべき点」として記載した内容及びその実施状況

⑧今後さらに改善すべき点

⑨平成21年度予算に反映する項目

⑩今後の方向性

【各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載】

消防署東部・西部出張所の消防車１台に出動時、AED（自動体外式除細動器）及び救命処置セットを搭載
し、本署の消防車両３台にAED（自動体外式除細動器）を積載し、出動時に消防車１台に救命処置セット
を積載する。

事務効率性

前回（H16評価時に）記載した「今後改善すべき点」

上記改善点の実施状況

総合評価

評価の説明（問題点）

義務的事業

AED（自動体外式除細動器）及び救命処置セットをより多く
の車両に積載すること。

救命処置に関する資機材を予算計上

火災・救助・救急以外の出動を災害活動（その他の出動）
としているが、出動には、ほぼ見合った成果をあげてい
る。

ある程度効果がある。

災害活動の種類は多種多様なため、さらなる装備の充実を
図って行く必要がある。

現状維持

項　　目

合　　計

必　要　性

部長評価

経済効率性

施策への貢献度

小　　計

平成１７年８月７日から消防署西部出張所の消防車１台に出動時、AED（自動体外式除細動器）及び一次
救命処置セット（人工呼吸器、三角巾等）を搭載した、また本署及び東部出張所の消防車両１台に一次
救命セットを搭載したが、AEDは載せていないので、今後、問題点がなければ搭載し、人命にかかわる災
害に対応する態勢をとる必要がある

救急支援（C対応・幹線道路・ドクヘリ等）の出動範囲が拡
大し、救急車を支援する事案の多くを対応した。

災害活動の種類は多種多彩で、市民の要望する災害に対応
し、特に救急支援に対する出動回数は増え、市民及び救急
隊員の災害支援対応にこたえている。

達　成　度

課内評価

0

1

2

3
施策への貢献度

必　要　性

事務効率性経済効率性

達　成　度

※内部管理事務事業、義務的事業は必要
性を、また施策名がその他のものは施策
への貢献度を評価していません。

課内評価と部長評価の平均点

411


